
氏名 東野   治之

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文化財史料学演習
・史料学特殊研究

授業科目

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

大阪市立大学大学院　文学研究科　修士課程　修了

東京大学博士（文学）（論文博第11206号）

最終学歴

史学会　　木簡学会　　美術史学会　　和漢比較文学会　　続日本紀研究会　　大阪歴史学会
万葉学会　　東方学会

木簡・金石文等の古代文字史料　　東アジア交流史　　奈良の寺院史

実物資料との接触を重視し、逐次現地現場での指導を実施。

日本学士院会員　　東京国立博物館客員研究員　　奈良県立橿原考古学研究所指導研究員
奈良県文化財保護審議会委員　　大阪市文化財保護審議会委員　　(財)山口文化会館 滴翠美
術館館長　木簡学会・東方学会評議員

日本古代文化史

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・史料学概論

学部担当科目

・なし

【研究上の特記事項】 東京国立博物館の客員研究員として、同館所蔵の法隆寺献納宝物の調査に従事。

【学内活動】
（学内職歴を含む）

サークル「奈良大学文化共生ツーリストサークルNEXT」顧問

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】



単

単

単

単

単

⑤

④

②

⑤

①日本国号の研究動向と課題

③

④

（その他）

②藤原不比等と平城京

⑤

④

（学会発表）

岩波書店平成２５年3月

聖徳太子の伝記として最古の内容を持
つ当該典籍について、校訂を経た本文
を提供し、重要な内容に関して詳しい
注釈を加え、あわせて本書の成立事情
と史料的価値についての解説を付し
た。文庫版150頁。

②

③

⑤

①上宮聖徳法王帝説と木簡研
究

③

平成２５年1月

③

①日本国号の研究動向と課題

②

平成24年6月

④

上記学術論文の趣旨を講演した。

成立年代に異説の多い法王帝説をめ
ぐり、使用されている語彙に古代の木簡
と共通するものがあることに着目して、
その主要部の成立が８世紀初頭から後
半であることを述べた（講演記録）。

平城京が、中国的な天子南面思想を背
景として、それにふさわしい立地を選ん
で建設された都であり、その主導者は
藤原不比等だったことを述べた（講演
記録）

（学術論文）

（著書）

①上宮聖徳法王帝説

概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

中国での関連資料の発見で注目を集
めている日本国号について、江戸時代
以来の研究を振り返り、その問題点と、
現状で考えられる成立時期を提示する
とともに、日本国号のもつ歴史的な特殊
性を論じた。

『東方学』125輯

『四天王寺』751号

奈良大学編『平城京の
謎』

平成24年9月

平成25年２月

第57回国際東方学者
会議関西部会講演


